
Q: 当社では，水濡れがあったり湿度変化が大きな

使用環境下でも寸法変化によるトラブルの心配がな

い無垢木製品の開発を検討しています。無垢木製品

を湿度変化に強くするには，どのような方法があり

ますか。 

 

A: 木製品の寸法安定性を確保する方法としては，

以下のような方法が知られています1)。 

 

1.製品の平衡含水率を，使用する環境の温・湿度に

調整しておく 

2.防湿・撥水効果のある塗料を重ね塗りする 

3.柾目使いでの製品構成など，比較的寸法変化の小

さな木取りをした材を用いる 

4.寸法変化の小さい木質材料（合板，パーティクル

ボード，ファイバーボードなど）を利用する 

5.木材自体を寸法変化しにくい材質に改質する 

 

 1と2は製品の含水率変化を抑える方法で，3と4は

寸法変化の小さな木取りや材料で対応する方法です。

これらはすでに一般的に使い分けが行われているも

のと思います。 

今回は，1～4だけでは対応が難しい場合の方法とし

て，5の改質処理について少し詳しく説明します。 

改質処理とは，薬剤処理や化学変化などによって，

木材自体の性質を変化させる方法です。身近なもの

としては，防腐剤や難燃剤の注入処理もその一つと

言えます。そして，最近利用が進みつつあるものと

して，熱処理とアセチル化処理が挙げられます。 

 

■ 熱処理 

 木材を一定の条件下で加熱すると，その成分が化

学変化を起こして吸湿性が低くなります。図1に示す

ように，処理温度が高くなるほど吸湿性は低くなり
2)，その結果として膨潤率は無処理材に比べて180℃

の処理で70％程度，240℃で25％程度に抑えられます。

また，処理温度が高くなると寸法安定性に加えて耐

朽性（腐朽に対する強さ）も向上することが報告さ

れています2)。 

熱処理は薬剤を含浸する必要がないため，人や環境 

に対して安全性が高い処理と考えられ，また，一般

に薬剤の浸透性が低い道産針葉樹材への適用も期待

されています。ただし，専用の処理装置が必要であ

ること，材色が濃色（焦げ色）になること，強度が

低下する傾向があることなどに留意する必要があり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ アセチル化処理 

 アセチル化処理は，木材に酢酸の成分（アセチル

基）を化学的に結合させる処理です。一部の樹種を

除き，見た目や風合いは無処理木材とほとんど変わ

らず，寸法安定性だけでなく耐朽性や耐候性なども

大きく向上します。この処理も，酢酸の成分しか含

まないため，安全性の高い処理と言えます。 

この処理を行うと，木材成分と結合したアセチル基

によって木材の寸法が膨らみきった状態で固定され

ます3)。つまり，十分に膨らみきった木材は，後か

ら水分が入ってきても，それ以上膨らむことがなく，

またアセチル基は安定で溶脱や蒸発はしないため，

縮みにくくなる訳です。図2に示すように，アセチル

化が進む（重量が増加する）に従って寸法安定性は

高くなり，その変化は無処理材に比べて25～30％程

度に抑えられます。 

索引（http://www.fpri.hro.or.jp/dayori/index.htm） 

11 林産試だより 2013年7月号 索引（http://www.fpri.hro.or.jp/dayori/index.htm） 

Q&A 先月の技術相談から 

湿度変化に強い無垢木製品 

図1 熱処理木材(スギ辺材)の吸湿等温線(27℃)2) 

＊は、木材腐朽菌による耐朽試験において、 

高い耐朽性が認められた材料 



課題としては，こちらも専用の処理装置が必要であ

ること，多少酸っぱい臭いが残ること，ウォール

ナットのような濃色の木材では色調が淡色化するこ

となどが挙げられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ おわりに 

 今回ご紹介した改質処理は，以前に比べてかなり

処理コストも下がってきました。クレーム処理への

対応や自社ブランドの信頼性向上，新たな用途開発

などをお考えでしたら，当場にご相談下さい。 
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図2 アセチル化度と寸法安定性3) 


